咸安末伊山 25・26 号墳から出土した漆塗膜の材質･技法調査 by 岡田 文男 et al.
咸安末伊山 25・26 号墳から出土した漆塗膜の材質
･技法調査
著者 岡田 文男, 林 志暎






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
103











片 2 点 (25-1, 25-2) と 26 号墳の 3 点 (26-1, 26-2, 
26-3)、そして一部有機質の痕跡がある赤色顔料 1
点 (26-4) である。
　25 号墳から出土した漆片 25-1 と 25-2 は 2 点と
も被葬者の左腰付近に該当する北側長辺付近から出









　25 号墳から出土した漆片 1 は、最も良好な状態
で出土した ( 写真 1-1)。遺物の器形は不明である
が、三角集線文が装飾された黒色層上部に赤色顔料
が確認された。25-2 も前者と同様に残存状態が悪
く、文様帯は確認されなかった ( 写真 2-5)。26-2
は粘土上部に非常に薄い塗膜のみ残存する状態であ
り ( 写真 2-7)、26-3 は鉄鏃群付近から収集された
黒色塗膜で表面に繊維質の痕跡が観察された ( 写真
1-2)。26-4 は一部有機質片と共に赤色顔料が塊状
に残存していた ( 写真 2-13)。
2. 分析方法
　漆片は数ミリ角で試料を採取し、塗膜をエポキシ
樹脂 ( 主剤：アデカレジン EP4200、硬化剤：アデ
カハードナー 4332、配合比 5：2) に包埋し、断面
を研磨してスライドガラスに上述の包埋用樹脂で 写真 1-2　26 号墳出土漆片 3の表面
写真 1-1　25 号墳出土漆片 1の出土状態
接着した。さらに試料の厚さが約 20 ㎛になるまで
研磨し、光学顕微鏡 (Nikon OPTIPHOT2-POL, 撮影 :
Nikon NIS-Elements D) により観察した。
Ⅲ .分析結果
(1)25 号墳から出土した漆塗膜 1( 写真 2-1~2-4)








(SEM, TM-1000, HITACHI Miniscope) 画 像 で あ る。
直径 10㎛以下の辰砂 (HgS) が用いられている ( 図
1)。
(2)25 号墳から出土した漆塗膜 2( 写真 2-5, 2-6)
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写真 2-1　25 号墳出土漆塗膜 1の表面 写真 2-2　25 号墳出土漆塗膜 1の断面
写真 2-3　2-1 赤色顔料層 (SEM 像 ) 写真 2-4　2-3 赤色顔料層拡大 (SEM 像 )
写真 2-5　25 号墳出土漆塗膜 2の表面 写真 2-6　写真 2-5　25 号墳出土漆塗膜 2の断面
図 1　25 号墳から出土した塗膜 1上面の赤色顔料の EDS による分析結果
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(3)26 号墳から出土した漆塗膜 1( 写真 2-7, 2-8)





(4)26 号墳から出土した塗塗膜 2( 写真 2-9, 2-10)
　写真 2-9 は 26 号墳から出土した塗塗膜 2 の塗膜
写真 2-11　26 号墳出土漆塗膜 3の表面 写真 2-12　26 号墳出土漆塗膜 3の断面
写真 2-9　26 号墳出土漆塗膜 2の表面 写真 2-10　26 号墳出土漆塗膜 2の断面
写真 2-7　26 号墳出土漆塗膜 1の表面 写真 2-8　26 号墳出土漆塗膜 1の断面
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(5)26 号墳から出土した漆塗膜 3( 写真 2-11,2-12)









ら赤色顔料 (26 号墳 - 顔料 4) が確認された。赤色
顔料塊 ( 写真 2-13) と 25 号墳出土漆塗膜 2( 写真
写真 2-13　26 号墳出土顔料 4
分光分析器 (EDS, APOLLO X, EDAX/AMETEK) を
使用して観察したのち、分析を実施した。
　資料はカーボンテープで固定して金蒸着をした
後、倍率 1000 倍と 2000 倍で観察した。観察条件
は真空、電圧 15kV、WD13~13.5mm、分析条件は
真空、電圧 25kV、時間 297 秒 (25 号墳 - 試料 2)、
96 秒 (26 号墳 - 試料 4) である。
　赤色顔料の元素分析 (EDS) の結果、図 2 と図 3
2-5) 上 部 の 赤
色顔料粒子の状
態を観察し、主
要 元 素 を 検 出
するために走査




図 2　25 号墳出土漆片 2上部の
赤色顔料 EDS 分析結果
図 3　26 号墳出土赤色顔料 4の
EDS 分析結果
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に共に水銀 (Hg) が検出されたので、硫化水銀 (HgS)
を主成分とする辰砂と判断される。この他に検出さ
れた元素には酸素 (O)、アルミニウム (Al)、ケイ素
(Si)、硫黄 (S) があるが、硫黄は辰砂 (HgS) であり、
残りは土壌成分に由来するものと判断される。25












ることが明らかとなった。25 号墳 -1、25 号墳 -2、
26 号墳 -2 については胎が消失しているものの、金
海大成洞 88 号墳の出土例を参照すると、胎は皮革
であった可能性が高い。26 号墳 -1、26 号墳 -3 の
器物については漆器の形態は不明であるが、塗膜の
遺存状態から胎は木質であった可能性がある。
写真 2-14　赤色顔料の表面観察の結果 (左 :25 号墳 -2, 右 :26 号墳 -4)
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第 25 号・26 号墳』( 学術調査報告 96 冊 ) 함안군・
우리문화재연구원 : 343-349. [「25・26 号墳出
土漆塗膜の材質および技法調査」『咸安末伊山古墳
群 第 25 号・26 号墳』咸安郡・ウリ文化財研究院 ]
表 1　末伊山 25・26 号墳から出土した漆塗膜の調査結果
遺物名 胎 黒色顔料の有無 赤色顔料の種類
25 号墳 - １ 皮革 ( 推定 ) 有 辰砂
25 号墳 - ２ 皮革 ( 推定 ) 有 辰砂
26 号墳 - １ 木材 有 －
26 号墳 - ２ 皮革（推定） 有 －
26 号墳 -3 木材 有 －
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